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【目的】持久性 トレーニ ン グ に ともな う毛細血管の

形態変化に は数 と内腔の 両面がある こ とを著者 らは

ラ ッ トの 心筋 （体 力科学 45
，
511−518，1996）や 骨

格筋 （lnt．　J．　Mderocirc．17，93 ・96，199　7） に お い て

明らか に して きた。しか しながら，それ らの 適応 の

順序性に つ い ては分か っ てい な い
。 そ こ で，本研究

で は トレーニ ン グ期間が 1週間， 3週 間 ，
9週間と

な る よ うに各群 を設 け，経時的変化を観察する こ と

に よ っ て骨格筋毛細血管形態 の 変化過程を明らかに

しよ うとした 。

【方法】実験に は雄 ラ ッ トを用 い，　トレーニ ン グ前

後 の 各 コ ン ト ロ ール 群 （Pre−CQnt ： 6 週 齢 ，

Post−Cont ：16週齢）と トレ
ー

ニ ン グ 1週 間群 （T −

1 ： 8 週 齢），
3 週 間 （T −3 ：10週齢）， 9 週 間

（T − 9 ：16週齢）の 計 5群 を設けた 。 トレーニ ン

グ 群 に は トレ ッ ドミ ル ラ ン ニ ン グ を 4 週齢か ら 3 週

間の 予 備 トレ
ー

ニ ン グ の 後，40m／min ，60min， 5

days／week の 条件で実施 した 。 毛細血管形態は灌流

固定法に よ っ て作成 した切片を画像解析する こ とに

より求めた 。 毛細血管 の 形態指標に は 毛細血管密度

（CD），毛細血管と筋線維数の 比 （CF　tratio），毛

細血管内腔面積を用 い た 。

　【結果と考察茎持久性 トレ ーニ ン グの 結果 ， 毛細 血

管 数 （CF　ratio ） は Pre−Cont に 対 し て T − 1 が

28．0％
，

T −3 が 37，6％，　 T − 9 が36．7％それぞ れ 有意

に増加 し た 。 トレ
ー

ニ ン グ群間 で は CF 　 ratiQ に 差

がなか っ た 。 こ れ らの こ とか ら，毛細 血管は トレー

ニ ン グ初期に多く新生する こ とが示 され た。また，

こ の とき毛細血管内腔 の 大きさに は す べ て の 群間 に

差が見られ なか っ た （内腔直径の平均値 ：5．2〜5．6

μm ）。 毛細血管内腔の変化は こ の 実験 プ ロ トコ ー

ル で は観察さ れ なか っ たが ，
3 週間 の 予備 ト レ

ーニ

ン グ中に内腔の変化があ っ た可能性 も考えら れ る 。

その た め，毛細血管の 形態変化が著しい トレーニ ン

グ初期段階で の形態計測が さらに 必要で あ る と思 わ

れ る 。
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【目的】骨格筋は筋力 トレーニ ン グを繰 り返す と肥

大 し，力学 的負荷 や 運動量 の 減少 （Hypokinesiaf

Hypodynamia ：H／H ＞に よ っ て 萎縮が起 こ る 。

一般

に ，骨格筋の萎縮 とその機搆 を検討す る た め に は，

動物 を 身体 懸垂 （Whole 　body　suspension ：WBS ）

させ て H／H を惹起 し，筋を萎縮させ る方法が よ く

用 い られ て い る 。 こ の方法で は，特に抗重力筋 の 著

明 な減 少 に加え て
， 尿中 Glucocorticoid（GLU ）排

泄量 や 血中 Corticosterone濃度が増加 し，下垂 体
一

ACTH − GLU 系 の 亢進が推定され て い る 、 そ こ で本

研究で は，WBS に よる 筋 の 萎縮に対 して GLU の 関

与の 有無を明確 に す るため ， ラ ッ トを用 い て合成

GLU の
一

つ で ある Dexamethasone （DexM ）の投与

期間中 と回復過程に お ける速筋と遅筋 の 重量 と タ ン

パ ク質量お よび臓器重量 を測定 した 。 こ れ らの 結果

を WBS 法で 得た結果と比較 し，速筋 と遅筋 の 容積

に及ぼす GLU の 影響 を検討した 。

【方法】約 6週齢の SD 系雄性 ラ ッ トに 1．Omgfkg 体

重 ／ 日 の Dexamethasone 　21−phosphate を脛 背 部 皮

下 に10日間投与 し，投与終了後の 回復期間を18日間

と した （pair
−feeding）。 対照 ラ ッ トに はO．9％NaCl

を同様に投与 した。遅筋は ヒ ラ メ 筋 （SOL），速筋

は ヒ フ ク筋 （GAS ）を用 い
， 各筋の重量と タ ン パ ク

質濃度を測定 した 。 各群 の 副腎，胸腺，脾臓の 重

量 ，ヘ マ トク リ ッ ト （Ht）値お よ び血 漿タ ン パ ク質

濃度を測定 した 。

【結尉

1．SOL の 重量 や タ ン パ ク質量は DexM 投与で変化

　　 しなか っ たが ， WBS で 著明に減少した 。

2．GAS の 重 量 や タ ン パ ク 質量は DexM 投 与，

　　 WBS とも に有意に減少 した。

3．臓器の 重量，Ht値と血 漿タ ン パ ク質濃度 は

　　DexM 投与に よ っ て 減少 し ， 回復過程で ほ ぼ 元

　　 に 戻 っ た。

【結論】WBS 法 に よ っ て ラ ッ トヒ ラ メ筋が萎縮す

る の は主 に HIH に よる もの で
， 生理 レベ ル で の 投

与量で は GLU の 関与が無い か ， また は ご く僅か で

ある と推定で きる 。

一 68 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


